
OtemaeUnlverSlty

初期新高 ドイツ語における動詞接頭辞の

統語的作用について

ZursyntaktischenWirkungderfrUhneuhochdeutschen

Verbalprafixe

大 島 浩 英

OSHIMAHirohide

1.は じめ に

ドイ ツ語 の動詞接頭 辞には、基礎動詞の意味、動作態様(Aktionsart)に 対す る完 了

化作用 と、さ らに統語関係に与え る影響が考え られ る。例えばUberdasVolkherrschen

→einVolkbeherrschen(民 衆 を統治す る)の ように接頭辞be一の付加 によ り前置詞格

目的語が対格 目的語に変換 されるという現象が現代語には見 られ るが、 こうい った格 関係

は初期新高 ドイツ語と現代語 とでは必ず しも同 じではなか った。初期新高 ドイツ語におい

てよ く現れ る 目的語 の格 は属格であ るが、現代語 において属格 目的語はか な り衰退 し、

bedUrfen,entbehren,ermangelnな どの動詞 と結合 して欠如的 な意味 を表 した り1)、ある

いは古風 な表現 と してわずかに残 っているに過 ぎない2)。そ こで本稿 では、初期新高 ドイ

ツ語におけ る属格 目的語 をとる接頭辞動詞 にっいて、それ らの属格 目的語が現代語 におい

ては どのよ うに変化 したのかを調べ なが ら、その変化に対す る接頭辞の影響 を考察 してゆ

くことにす る。

II.属 格 目 的 語 の 変 化

こ こ で は 、 初 期 新 高 ドイ ツ 語 で 書 か れ た 民 衆 本DasLalebuch3)を 考 察 の 対 象 と し 、 こ

の 文 献 に 現 れ た 属 格 目的 語 を と る 接 頭 辞 動 詞 の 統 語 環 境 か ら調 べ て み る こ と に す る。 この

文 献 に 見 られ た 属 格 目的 語 を と る 接 頭 辞 動 詞 に は 次 の よ う な語 が あ る。(現 代 語 に お い て

対 応 す る 語 形 で 表 記 。)な お 、 以 下 に 引 用 す る文 例 は す べ て 原 文 の ま ま で あ る 。

be-:bedanken,bedUrfen,begeben,begehren,beladen,berichten
,beschamen,

besinnen

ent-:entraten,entschlagen

er-:erinnern,erlaSSen,erwarten

ver-:vergessen,verstandigen ,verwundern

ge-:gebrauchen,gedenken,genieBen,geschweigen
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1.属 格 目的 語→ 属格 目的語

まず この文 献 で 、属格 目的語 を とる接頭 辞 動詞 にっ いて 見 てみ る と次 の よ うな文例 が 挙

げ られ る。

bedUrfen:

1)Werewerbedarff/derwirdteuchwolfindenvndsuchen/[...](S。24)

(あ なた方 を必 要 とす るよ う な人は 、 き っとあ なた方 を探 し見っ け るこ とで し ょう)

(下 線 及 び括 弧 は筆者)

こ の例 で はbedOrfenが 人 称代 名詞ihrの 属 格ewerを と ってお り、 この よ うに属 格 が現 れ る

例 は7例 中6例 見っか ったが 、 この用法 は 現代 語 にお い て も衰 退 す るこ とな く維 持 され て

お り、bedUrfenに 関 しては 目的 語 に変化 は見 られ ない。

begeben:

2)Aberinbetrachtung/daBesvmbdengemeinenNutze/[...]/zuthun

gewesen/warensieallezumalwillig/lhrerWeyBheitsichzubegeben

[._コ(S.31)

(し か し大事 なの は公 共 の利 益で あ るこ とを考 え る と、彼 らはみ な進 ん で 自らの知恵

を放棄 した)

begebenは 再 帰動 詞 と して この文 献 に は11例 現 れ てい るが 、 「(あ る 出来事 が)起 こる」

と い う意 味 で用 い られ る場 合 が多 く、属格 を伴 って 「～ を放棄 す る」 とい う意味 で使 わ れ

て い るの は 上例 … っ だ け で あ る。 そ して 「放 棄 す る」対 象 と な るjhrerWeyBheitが 属 格

で入 って い るが 、 属格 目的 語 を もっ動 詞 によ く見 られ るよ うに この表 現 自体 が現 在 で はす

で に雅語 化 して しま ってい る。

entraten:

3)Endlichkamesdarzu/daBF血rstenvndHerrn/sojhrerinke童nweg

entrhatenk6nnen/nichtmehrwoltenjhreBottschafftenzulhnen/sie

umbRhatanzusuchen/senden:[...](S.16)

(い よい よ彼 らな しで はや って ゆけ な くな った 諸侯 や 貴族 た ちは 、助 言 を求 め るた め

に彼 らに使 者 を遣 わ す のが 煩わ し くな った)

F亡rstenvndHerrnを 受 け る主格 の関係 代 名 詞soに 導 かれ る関係 文 の 中 でentrhatenは ・

「彼 ら(ラ ー レ人)な しで はや って ゆけ ない 」 とい う意 味 を表 現す るた め に 人称 代 名 詞

sie(ラ ー レ人た ち)の 属 格lhrerを と ってお り、 こ の用 法 は現代 語 で も存在 す るがす で に

衰退 し、雅 語 に な って い る。

entschlagen:

4)[...]/dzmansichwoljhrernichtgantzvndgareinsmalsentschl負ge

vnndabthete:[...](S.29)
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(一 気 に彼 らか ら逃 れ 、全 く手 を引 いて しま う)

こ こで も 「～ か ら解 放 され る」 と い う意 味 のsichentschlagenは 人 称 代 名 詞sieの 属 格

jhrer(=frembderHerrnr異 国の君 主 た ち」)を と り、 この用 法 は現 代 語 では 雅 語 も し

くは古 語 と して残 ってい る。

gedenken:

5)DaBichderKinderzucht/vnndandrersachen/diBortsnitgedencke .(S.20)

(子 供 の しつ けや そ の他 の こ とにつ い て こ こで は考 え ない ことにす る)

この文例 で のgedenken(思 う)は 現代 語 と 同様 に 属格 目的 語 を と って お り格 支 配 に変 化

は見 られ ないが 、

6)[...]/lasseteuchsnitlrren/sondergedencketaneinenDorn/der

einemindenFuBgehet.(S.100)

(勘 違 い なさい ます な、足 に刺 さ った とげ をお考 え くだ さい)

7)[_]:vnterandermgedachtsieauchanjhrenKramdensiegenMarckt

truge/[...](S.116)

(と りわ け、彼 女 は市 場 へ と持 って行 く品 の こ とを考 え た)

これ らの文 例 で のgedenkenは 、属 格 目的 語 の代 わ りにanを 伴 った前 置 詞 格 目的 語 を と っ

てお り・ これ は現 代 語 の基 礎 動詞denkenの 用 法 と同 じで あ る。 この ほ か に もgedenkenに

はaufの 前 置 詞 格 目的 語 を と る用 法 も見 られ4)、 初 期 新 高 ドイ ツ語 で は前 置 詞 格 目的 語 を

と って いた ものが 現代 語 で は属 格 目的 語 を と るよ うに な る とい う変 化 が こ こで は考 え られ

る。

2.属 格 目的語 →前 置 詞格 目的語

こ こで は初期 新 高 ドイ ツ語 で の属格 目的語 が 現代 語 で は前 置詞 格 目的 語 に変 わ る とい う

分類 を見 てみ よ う`)。

bedanken:

まずbedankenは 文 献 全 体 の 中で2回 用 い られ て お り、 その うち属 格 目的 語 を と って い

るのは次 の 例 であ る。

8)DessnbedancketsichderHerrSchultheiBauffsh6chste:[ ...](S.79)

(村 長 は それ に大 い に感 謝 した)

この例で は 、bedanken(礼 を述 べ る)す べ き対象 物がdessnと い う指示 代名 詞 の属格 によ っ

て表 現 され てい るが 、現代 語 で は これ がfUrを 伴 った前 置 詞格 目的 語 で表 され るよ うに な っ

て お り、属 格 目的 語 は現代 語 にお い ては もはや 用 い られ ない。 また 、 これ に対 応す る基礎

動詞 にっ いて は次 の よ うな用 法 も見 られ た 。

8')DerKeyserdancketjhmdesfreundlichenanerbiettens/[ ...](S.93)
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(皇帝 は彼 の親切 な 申 し出に感 謝 した)

こ こで もdanken(感 謝 す る)す べ き対 象 が 下 線部 の よ う な属 格 で 表 され て お り、 この部

分 に は現 代語 で はfUrの 前 置 詞格 が 用 い られ る。 この よ うにbedankenに つ い ては 、接頭 辞

動詞 と基礎 動 詞 の双 方 に属格 目的 語か ら前 置詞 格 目的語 へ の変 化が 起 こ ってい る ことが 分

か る。

beladen:

9)Darumbwurdensierhates/[...コ/beyeinandernzubleiben/vnnd

frembderGeschefftensichgarnit/oderjasowenigalslmmerm血glich

anzunemmenvndzubeladen.(S.13)

(そ れ 故 に彼 らは協議 し、互 いに寄 り添 って この地 に留 ま り、他 人 事 は一 切 引 き受け

ず 背 負 い込 ま ないか あ るい はで き る限 り減 らそ う と した)

beladenは この文 献 の 中で は 一例 しか 見 当た ら ないが 、 ここで のbeladenは 「背 負 い込 む 」

目的 語 と して属 格 のfrembderGeschefftenを と って お り、 この 属 格 口的 語 は そ の前 の

annemmen(引 き受 け る)の 目的 語で もあ る。 現代 語 のbeladen,annehmenに は と もに対

格 の再 帰 代 名詞 を とる用 法 が あ るが 、 この再 帰 代 名 詞 を 伴 って属 格 目的語 を と る用 法 は

annehmenに のみ雅 語 と して残 って い るだ け で あ る。 現 代語 のbeladenで は属 格 目的 語 に

代 わ ってmitを 伴 う前 置 詞 格 目的 語 が使 わ れ る よ うに な ってい る。 また 、基 礎 動 詞laden

単 独 で用 い られ てい る例 は この文 献 で は見 当た らなか ったが 、 よ く知 られ て い るよ うに現

代 語 のladenとbeladenと はKohleaufeinenWagenladenとeinenWagenmitKohle

beladen(車 に石 炭 を積 む)の よ う な関係 に あ り、be一 の作 用 に よ ってWagen(車)が 対

格 の 目的語 と な り 「車 全体 に積 む」 とい う意 味 が表 現 され るよ う に な る6)。 この よ うに基

礎 動詞 で はladen(積 む)す べ き 「物 」 が対 格 目的 語 に な るの に対 しbe一動 詞 で は 「物 」

が 初期 新 高 ドイ ツ語 に お いて は属格 、現代 語 で は前 置詞 格 に よ って表 され るので あ る。

besinnen:

10)Dochbesinnetersicheinesbessern/[...](S.63)

(し か し彼 は 気 を取 り直 した)

ここで はbesinnenが 属 格 目的語 を と って い るが現 代 語 で はaufの 前置 詞 格 が用 い られ 、属

格 の用 法 は衰 退 しまれ に しか用 い られ ない。

erinnern:

11)DamalnerinnertersichmiteinemtieffenseufftzenseinererstenWeyBheit

/[...](S.51)

(そ の時彼 は深 いた め息 を っ き なが ら、か っ て持 って いた知 恵 の こ とを思 い返 した)

再帰 動 詞 と して のerinnernに っ い て も、属 格 目的 語 を と る用 法 は雅 語 あ るいは 古語 とされ

てお り、現 代 語 の標準 語 で は主 にanを 伴 う前 置詞 格 が用 い られ る7)。
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verstandigen:

12)[...]/jnmassensievnsdessenberichtetvndverstendiget/[。..](S.105)

(彼 らが余 に伝 え 報告 した と ころ に よる と)

ここで はverstandigen(知 らせ る)す る相 手が 「人 」 の対 格(vns)で 、そ して そ の 内容

が属 格 指示 代 名詞dessenで 表現 され てお り、 これ が現 代 語 に お いて はvonあ る いはUberの

前置 詞格 に変化 して い る。

verwundern:

13)SolcherAntwortverwundertichmichnichtwenig/[...コ(S.7)

(そ の答 え に私 は 少 なか らず 驚 いた)

verwundernは ここで はsolcherAntwortと い う属 格 の 目的 語 を と って お り、 これ が 現 代

語 に なる とUbersolcheAntwortと い う前 置詞 格 目的 語 で表 現 され るよ うに な る。 そ して

この属 格 を とる用 法 は現 代 語 では古 風 な表 現 と して もも はや残 って は い ない。

geschweigen:

14)Aber(spracher)ichwilderStegengeschweigen/[...](S.54f.)

(し か し(と 彼 は 言 った)階 段 の こと は言わ ない ことに しよ う)

こ こでderStegenと は テキ ス トの注 釈 で はStiegen(狭 くて急 な木 の階 段Stiegeの 複 数)

と な ってお り、っ ま りこの場 合geschweigenは 複 数属 格 の 目的語 を と って い る こと にな る。

現代 語 で は前 置 詞格 も用 い られ 、属 格 を と る用 法 も見 られ るが 、geschweigenと い う語 自

体 が衰 退 し今 日では ほ とん ど使 われ な くな って い る。

3.属 格 目的語 → 対格 目的語

次 に、対 格 目的 語へ の変 化 に 目を向 け てみ る。 まず 接頭 辞 に は文 法 的作 用 と して基礎 動

詞 を他 動 詞 化 す る と い う働 きが あ る。 例 え ば 、 「答 え る」 と い う意 味 のantwortenは 、

aufeinenBriefantworten→einenBriefbeantworten(手 紙 の返 事 を 出す)、 また

steigen(登 る)で は、aufeinenBergsteigen→einenBergbesteigen(山 に登 る)

あ る い はeinenBergersteigen(山 の頂 上 まで 登 りっ め る)と い った よ うに 、接 頭 辞 の

be一やer一 を付 加す る ことに よ って 、 自動詞 と して前 置詞 格 目的 語 を と って いた 基礎 動 詞 が

対 格 目的 語 を と る他 動詞 に変化 す る ので あ る。 そ して この対格 目的語 が初 期 新 高 ドイ ツ語

で は属 格 で表 され てい る場 合が 多 い。 そ こで この分 類 では 、接 頭辞 動 詞 が と る 目的 語 の 、

属格 か ら対 格へ の変化 を調べ てみ る こ とにす る。

begehren:

15)[...]/daBjeeinsdesandernbegeret/[ ..。](S.20)

(誰 もが 相 手 を求 め る)

こ の文献 中 にbegehrellは20例 あ り、 属格 目的 語 が 現 れ た の は上 の一 例 のみ で あ るが 、 現
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代語 で は対格 目的語 を と るよう にな ってお り、属 格 は雅語 と して まれ に しか 用 い られ ない。

berichten:

16)[,..]/jnmassensievnsdessenberichtetvndverstendiget/[..](S.105)

(彼 らが 余 に伝 え報 告 した と ころ によ る と)

こ こでberichtenは 、報告 す る相 手(vns)を 対 格 で 、そ して報 告 す る内容(dessen)を 属格

で と ってい るが 、現 代語 で は これ らの格 関係 が 変わ り、報告 相 手が 与 格 、報告 内容 が対 格

で表 され るよ うに な ってお り、事 物 を表 す 目的 語 の、属格 か ら対格 へ の変化 が 見て取 れ る。

また 、 こ の文 例 で は行 為 の対 象 と な る 「人 」(vns)が 対 格 で表 現 さ れ て い るの だ が 、

be一動 詞が 「人」 を対 格 目的 語 と して要 求す ると い うの は官 庁語 に よ く見 られ るよ う な現

代 ドイ ツ語 の特 徴 であ り、 この特 徴が16世 紀 の文 献 に も見 られ た とい う ことに な る。

erlassen:

17)[...]/obmansieetwanndeBabfordernserliesse/[...](S.104)

(も し彼 らが 国外 へ の召 喚 を免れ る の な らば)

こ こで はerlassenが 、 免 除 す る相 手 の 「人(sie)」 を 対 格 で 、 免 除 す べ き 内 容(deB

abforderns)を 属 格 で と って お り、 これ が 現 代 語 で は 「人 の与 格 」 と 「物 の対 格 」 へ と

変化 す る。 こ こで も動 作 の対 象 と な る事 物 は時 の流 れ と とも属 格 か ら対 格へ と変換 され て

い くのだ が 、 「人 」 を表 す 目的 語 はberichtenと 同様 に対格 で あ り、 これが 与 格 へ と変化

した こ とは、 「人」 に 当て られ て いた焦 点 が 「事物 」 へ と移行 した こと を意 味 して い るも

の と思わ れ 、 また与 格 が 「人」 を表 現す るた め の典 型 的 な格 で あ る ことを考 え合わ せれ ば 、

こ うい った 変 化 は 自然 な流れ で あ ると言 え る。

erwarten:

18)Mansoltevielmehrderzeiterwarten/daB[..](S.68)

(む しろ時 を待 っべ きで あ ろ う)

erwartenは 「待 っ 」 対 象 の 目的 語 と して こ こで はderzeit(時)を 属 格 で と って い る。

erwartenが 属 格 目的語 を と る例 は この他 に も1例 、関 係 代 名詞 の属 格(dessen)を と る

もの が見 っ か った が、 これ らの属 格 目的 語 は現代 語 で は対格 目的 語 に変換 され て い る。 こ

こで基 礎動 詞 のwartenに っ いて考 えてみ る と、次 の よ うな用 法が2例 見 出 され た。

'18)G
ehtlrnurfort(spracher)hineyn/vndwartetmein/[_](S.97)

(さ あ、 中へ 入 って(と 彼 は言 った)私 を待 ってい て下 さい)

こ こ で は 基 礎 動 詞wartenが 、 目的 語 と して人 称 代 名 詞ichの 属 格mein(現 代 語 で は

meiner)を と ってお り、 さ らに別 の例 で も属 格 人 称代 名詞seinを と るもの が見 っ か って い

る。 ここで 、接 頭 辞 動詞erWartenと そ の基 礎 動詞Wartenの それ ぞれ の時 代 的変 化 を較 べ

てみ る と、erwarten,wartenと も に初 期 新 高 ドイ ツ語 で は 同 じ属 格 目的 語 を と って い た

も のが 、現 代 語 で はerwartenは 対 格 目的 語 を 、wartenはaufを 伴 う前置 詞 格 目的 語 を と
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る と い う よ う に 異 な っ た 変 化 を 示 して い る 。 こ の 現 象 は 、 接 頭 辞er一 の 作 用 に よ り

erwartenの 属 格 目的 語 が対格 化 され た もの と考 え られ るので は ない だ ろ うか。

vergessen:

19)[_]:siehezu/dahattensiedeBOfensvergessen/auchnitraum

gelassen/[...](S.54)

(ご 覧 あれ 、彼 らは暖炉 を忘れ ていた のみ な らず 、 そのス ペー スす ら空け ておか なか っ

た の だ)

vergessenは この文 献 中に12例 用 い られ 、そ の うち属 格 目的語 を と って い る も のは4例 あ

るが 、上 の文例 で はvergessenは 目的 語 と して属 格 のdeBOfensを と って い る。 この属 格

の用 法 は現 代 語 で は雅 語 と してのみ 残 ってお り、 また 南部 方 言 と してaufやanを 伴 った前

置詞 格 目的 語 を と る用 法 も現 代語 には見 られ るが 、一 般化 してい るの は対 格 で表 現 され た

目的語 で あ って、 こ こに も接頭 辞ver一 の対格 化 作用 が 影響 して い る よ うに思わ れ る。

gebrauchen:

20)[_]/damitmansichjhresRhatesgebrauchenkδnne:[ ...](S.29)

(彼 らの助 言 を利用 す る ことが で き るため に)

ここで のgebrauchenは 「用 い る、利 用 す る」対 象 と して属 格 のjhresRhates(彼 らの助

言)を と って い るが 、現代 語 のgebrauchenに は対格 目的語 を と る他 動 詞 の用 法 しか な く、

また基礎 動 詞わrauchenに っ い て は、

'20)[
・・]:sonderesbegeretjederderLaleneinenselberstpers6nlichbey

sichamHofevndanseinerTafelnzuhaben/damitersichdesselbigenzu

f血rfallendenGeschafftentaglichbrauchen/[。.。]k6nte .(S.16)

(誰 もが 自 らラー レ人 の一 人 を宮 廷 や食 卓 で個 人 的 に側 に置 きた い と考 えた 。次 々 と

起 こ る用 事 にそ の ラー レ人 を 日々利用 で き る よ うにで あ る)

こ の よ う にbrauchenが 属 格 のdesselbigen(一 人 の ラー レ人)を と る用 法 も見 られ 、

gebrauchen,brauchenと も に属 格 目的 語 を この テ キ ス トで は と って い るの だ が 、 これ が

現 代 語 に な る と、brauchenに は まれ にで は あ るが 自動 詞 と して属 格 目的 語 を と る用 法 を

残 して い るの に対 し、gebrauchenに は対格 目的語 を と る用 法 しか ない 。 こ うい った こ と

か らも接 頭 辞 が対格 化 作用 を も ってい る とい う こ とが 考 え られ る。

genieBen:

21)[...]/wannjrdaheymenzuhauB/[...]/inguterFreyheit/Ruhe

vndFrieden/lebeten/derFr血chtenewererG血terngeniessentheten/

[...](S.24)

(も しあ なた 方が 家 に いて 、有 り余 る 自由 と安 らぎの う ちに暮 ら し、 大地 の実 りを存

分 に満 喫す る な らば)
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このgenieBen(享 受す る)も ここでは 目的語 に属格 をと ってい るが この用法 は現代語で

は衰退 し、対格 目的語をとる他動詞へ と移行 している。

4.そ の他

こ こで は 、属 格 目的 語 を と って はい るが これ まで述 べ て きた変 化 の どこに も属 さ ない も

の の例 を一 っ だけ 挙 げ てお くこ とにす る。

beschamen:

22)DaselbstenkauffetergewiBlicheinenstattlichenBeltzauffsDorffhinauB/

dessensichaucheinFrawSchultheissininderStattnichthettebeschamen

d6rffen/denselbigenzutragen.(S.79)

(実 際 にそ こで彼 はす ば ら しい毛 皮 の コー トを買 って 村へ 帰 った。 それ を着 れ ば 、村

長 夫 人 も コー トの こ とで町 で恥 ず か しい思 い をせ ず に済 ん だ で あろ う)

ここ に現れ たbeschamenは 再 帰動 詞 と して属 格 目的語dessen(Beltzを 受 け る関係 代 名 詞

の属 格)を と り、sichdessenbeschamen(～ を恥ず か しく思 う)と い う用 い られ 方 を し

て い るが 、現 代 語 のbeschamenに は再 帰 用 法 は な く、対 格 目的語 を と る他 動 詞 と して「恥

じ入 らせ る、恐 縮 させ る」 と い う意 味 を表 す よ うに な ってお り、 テキ ス トのbesc始menと

は意 味 的 に も幾 分 ず れが 生 じてい る。 そ のた めbeschamenの 属格 目的 語 に対応 す るもの を

現 代 語 のbeschamenに 見 出す の は困 難 で あ るが 、 こ う い ったbesc胎menの 属 格 目的 語 を

伴 った再 帰用 法 は現 代 語で は む しろ基 礎動 詞 のschamenに 受 け継が れ て お り、schamenで

は属 格 目的 語 の ほか に さ らに前 置詞 格 目的語(こ の場 合 はwegen,fUr)に よ る表 現 も可 能

とな って い る。 この よ うに 、文 例6)、7)のgedenkenと 同 様 、初 期 新 高 ドイ ツ語 で の

接 頭 辞動 詞 の格 関係 が 、現 代 語 で はそれ ぞれ の基礎 動 詞 にお い て実現 され てい るとい う現

象 は興 味深 い 。

III.お わ りに

以上、初期新 高 ドイツ語民衆本DasLalebuchの 中で用い られた接頭辞動詞の属格 目的

語が、現代語 においては どのように表現 され ているのかを見てきたわけだが、属格 目的語

がそのまま現代語においても受け継がれ ているもの、あるいは前置詞格 目的語、対格 目的

語へ と変化 していったものとい う分類が可能であ った。 ここで接頭辞 の作用 ということを

考えてみ ると、 この分類で、属格 目的語が前置詞格 目的語へ と変化 したパ ター ンにっいて

は、例 えば基礎動詞wartenの 属格 目的語→前置詞格 目的語 という変化 もあ るように、必

ず しも接頭 辞 の影響 が あ った とは言 え ないが 、 同 じく属 格 目的語 を もっ接 頭 辞動 詞

erwartenで は属格 目的語→対格 目的語 とな り、属格 目的語が現代語 において対格 目的語

へと変化 した ものにっいては、動詞接頭辞の対格化作用が関与 しているものと思われ る。
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[注]

1)Flamig,W。:GrammatikdesDeutschen.EinfUhrunginStruktur-undWirkungszusammenhange .

Berlin1991.S.146.

2)動 詞 の支配格 としての属 格は現代語では衰退 してい るが、 これは現代語 におけ る属格 の減 少を意 味 し

てい るのではな く、属格 は語 尾一ungに よ り造 語 され る動 詞的抽象名 詞 にお いて付加語的 に多 く用 い

られ(dieUnterzeichnungdesVertrages)、 ま た新 た に形 成 され た 前 置詞(entsprechend ,

ungeachtet,dank,kraft,mittels)も 属 格 を支配 してい るとい う指摘 もあ る。(Paul/Wiehl/

Grosse:MittelhochdeutscheGrammatik .23.Auf1.TUbingen1989.S.341.)

3)DasLalebuch.NachdemDruckvol11597.Hrsg .v.StefanErtz.Stuttgart1970,1982.

(ReclamNr.6642)(大 沢 峯雄 訳:「 ラー レ人物語」国書刊行会1987.)

4)[_]/daBsienuralleindarauffgedencken/[ ,..](S.81)(女 性 た ちはただその ことばか り

を考え る)

5)こ の 文献 には、再帰動詞begehenがmitの 前 置詞格 をと り 「～で生活す る」とい う用 い られ 方を して

い る箇所 があ るが、中高 ドイツ語 のbeganで は この前置 詞格が属格で表現 され てお り、中高 ドイツ語

か ら初期新 高 ドイ ツ語への移行 の際 にも、属格→前置詞格へ という変化 が起 こった もの と思われ る
。

6)川 島淳夫(編 集主幹)他:「 ドイツ言語学事典」紀伊 国屋書店1994.S ,23.

7)ス イ ス、オ ース トリアでは、sichauf～erinnernと い う用法 もある。
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